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　近年，中国では受験競争が激しくなるにつれ，多くの生徒は受験対策として様々な学校外の学習
活動に参加するようになった。この受験競争と深く関わる生徒の学校外教育活動の問題を全面的に
捉えるためには，現在規模が拡大しつつある寄宿生についても調査研究する必要がある。彼らの学
習状況を研究することは受験競争に関する研究においては非常に重要であると思われる。
　本研究では今までの研究の中で，不十分であった寄宿生の事例を取り上げ，彼らの学校外の教育
活動に注目し，その実態について調査を実施した。その結果，寄宿生の学校外の教育活動の中心は
受験対策となる教科学習の補習や事前学習であり，受験と関係がない習い事は副次的，二次的であ
ることが判明した。寄宿生の学校外の教育活動の参加は親の関与によって左右されやすい。親の関
与において，親と生徒の間の意思疎通の欠如といったジレンマがあると考察した。
キーワード：受験競争，寄宿生，学校外教育活動，補習，習い事
　本研究の目的は，筆者が先に発表した中国における生徒の学校外教育活動研究⑴の補足として，
この研究で対象としていなかった寄宿制学校生徒における学校外教育活動の実態を把握し，その特
徴を考察することである。筆者を含む今までの中国における学校外の教育活動に関する研究の多く
は主として，非寄宿制学校の生徒を対象としていた。近年，中国では受験競争が激しくになるにつ
れ，多くの生徒は受験対策として様々な学校外の教育活動に参加するようになった。この受験競争
との関連における学校外教育活動の問題を全面的に捉えるためには，現在規模が拡大しつつある寄
宿生についても調査研究する必要がある。
　かつて寄宿制学校は子どもの通学が困難な農村部や辺境地で就学確保のために設けられた学校で
あったが，現在では都市部でも進学有名校が寄宿制を取り入れて遠隔地から優秀な生徒を入学させ，
進学実績を上げる対策をとるようになっている。これら寄宿制を設ける進学有名校は優秀な教師や
設備を有し，生徒の学習と休憩する時間を統一的に管理し，生徒に高度な教育を提供している⑵。
こうした寄宿制学校に入学する生徒たちは現在の中国における受験競争に深く関わる存在である故
に，彼らの学習状況を研究することは受験競争に関する研究においては非常に重要であると思われ
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る。本研究では，このような状況を踏まえて，寄宿生の学校外の教育活動に注目し，その実態を調
査した。
　調査は中国国内の中小都市に在学する109人の寄宿生を対象に，彼らが寄宿生活を送り始めてか
らの学校外の教育活動の実態について調査を行った。この結果，寄宿生の学校外の教育活動は活発
であり，その活動は夏休みに集中していた。活動の中心は受験対策となる教科学習の補習活動であ
り，受験と関係がない習い事の学習は副次的，二次的であった。この教科学習の補習中心の学校外
教育活動は一定の学力向上をもたらす効果があると同時に，親の関与によって左右されやすく，さ
らにその関与においても親と生徒の間の意思疎通が欠如する傾向が見られるなどの寄宿生独自のジ
レンマを抱えていることが分かった。
Ⅰ　問題の所在と研究目的
　近年，中国の高等教育の普及と拡大が進み，全国普通高等学校招生入学考試（略称「高考」）の受験
人数が急速に増えた。現在毎年900万人超が受験に挑戦する。それに伴って激しい受験競争も一層
広がっていった。その結果，生徒たちは学校内の学習だけではなく，学校外でも様々な学習塾に通い，
補習を受けることが増えていった。それに加え，経済的な余裕をもつ家庭が増えたこともあり，素
養や特技を身につけるために，生徒たちは学習塾だけではなく，様々な習い事教室にも競って通う
ようになった。このような学校外の教育は，「影の教育」として取り上げられた（Stevenson & 
Becker 1992）。中国では，この「影の教育」は近年，盛んになってきた。特に，都市部において，生
徒たちの学校外の教育活動は活発であった（薛，方2019）。
　寄宿生ではない一般の生徒の学校外教育活動の状況に関しては，これまでも中国で調査研究はす
でに行われていた。調査研究によると，義務教育段階の生徒が学校外の補習を受ける比率は24.6％
であった。また補習を受ける生徒の比率は都市部が農村部より遥かに高かった。直轄市⑶や省都の
生徒が学校外の補習を受ける比率は56.1％であり，地級市⑷の生徒が学校外の補習を受ける比率は
50.9％であった。都市部の生徒が学校外の補習を受ける比率は農村部より高いだけではなく，都市
の間でもさらに大都市の生徒が学校外の補習を受ける確率は中小都市の生徒より高い傾向があっ
た。（薛2015）
　こうした生徒の学校外の教育活動についての今までの研究では，親の社会階層，最終学歴，家庭
の経済状況などの要素との関連性が検討された。例えば，浙江省慈渓市の47世帯の事例の研究にお
いては，社会階層⑸が高い親は子供の受験準備のために子供を学習塾に通わせながらも子供の習い
事にも力を入れていることを考察した。（馬2017）
　一方，社会階層が低い親は経済的な制約があり，子供の受験科目の補習に力をいれ，子供の習い
事に無関心であることがわかった。家庭の経済状況，親の社会階層，最終学歴などの要素は生徒の
学校外の教育に大きく影響すると指摘した。これらの要素は教育資源の不平等をもたらし，さらに
社会階級の固定化を引き起こし，社会階級の流動性を弱まらせる原因になると指摘した。（薛，李
2016）
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　しかし，上述した研究は寄宿制学校の生徒を対象としているものではない。寄宿生の学校外の教
育活動に着目する研究は少ないのが現状である。筆者はこの問題に注目した。学校外教育に参加す
る生徒には，一般の非寄宿生だけでなく，近年増加する寄宿生も当然おり，それが無視できない相
当な割合になっているからである。
　実際に，中国では，寄宿生は既に一定の規模に達している。中国教育部が公布した「2011年全国
教育事業発展統計公報」では，中国の義務教育段階の寄宿生は3276.51万人に達し，在校生徒の総数
の21.85% を占めた。その中で，小学校寄宿生は1080.78万人，中学校寄宿生は2195.73万人である⑹。
義務教育段階だけでも，寄宿する生徒は既に中国の生徒の全体の五分の一以上を占めていた。高校
段階では，更に多くの生徒が寄宿生である。
　これらの寄宿生もまた，中国における受験競争と深く関わる存在である。農村や辺境地ではない，
都市部の多くの寄宿制学校では，通学区以外でも，進学見込みが高い優秀な生徒を集め，集中的に
管理し，受験競争で勝ち抜く教育を施している。これらのいわば越境入学してくる寄宿生を抜きに
して，中国における受験競争についての問題は語れない。
　これらの寄宿生に関する研究がこれまでなかったわけではない。しかし，その多くは寄宿制学校
内の学習状況（劉2007，李・羅・楊・喩・楊・詹・孟・盛2003），寄宿生の心理的健康の問題（馬・凌・李・
王2013，張・鄭・郭・丁2016），寄宿生の生活管理（龔2013）などに関する研究である。寄宿制学校の
生徒を対象に，寄宿生の学校の中での学習，生活状況の実態に関するフィールドワークを実施した
研究の中では，寄宿制学校の管理の不適切な点が指摘された。このようなフィールドワークは生徒
の学校内の教育活動に焦点を当てていた。（龔2013）
　このように，寄宿制学校に対する先行研究は学校内学習や生活の問題を扱うものがほとんどで，
寄宿生の学校外の教育に言及する研究は少ない。寄宿生は相対的に閉鎖的な学校環境で生活し，在
校時間が長い。寄宿制学校の管理者は生徒の生活や安全上の問題を配慮し，学校の出入りを制限す
ることが基本的である⑺。寄宿生は平日に授業を受けること以外に，食事や宿泊も含め，全ての行
動が学校内に制限されている。故に，従来の研究では，寄宿生の学校内の教育活動の状況を対象と
していた。
　しかし，寄宿生といえども，学校内に縛られる平日以外，週末，祝日，夏・冬休みなどでは学校外
の教育活動に参加することは可能である。彼らのこうした期間の活動状況はどのようになっている
のか。このことに関して，まだ十分に研究されず，疑問が残っている。
　本研究では，こういった疑問に着目し，寄宿生の学校外の教育活動の実態を明らかにするための
フィールドワークを行った。調査した1つの寄宿制小学校，1つの寄宿制中学校，2つの寄宿制高校
で収集したデータを分析し，109人の寄宿生に対する聞き取り調査の内容を考察する。それに基づき，
寄宿生の学校外の教育活動の実態を検討する。
Ⅱ　フィールドワークの概要
　本研究では，中国国内の河北省の中小都市⑻にある A 寄宿制小学校，B 寄宿制中学校，C 寄宿制
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高校，D 寄宿制高校，合計4つの寄宿制学校にフィールドワークを行い，それぞれの学校の寄宿生（合
計109人）に学校外の教育活動に関する調査を行った。本研究では，主に半構造インタビューの手法
を用いて，各寄宿生に30-45分のインタビューを行なった。調査対象である寄宿生が参加した学校
外の教育活動の学習内容，学習時間・日数，時期，生徒の理解度，親の関与などを把握し，寄宿生に
学校外の教育活動におけるエピソード，経験した出来事，学校外の教育活動に参加した経緯などに
ついて語ってもらった。生徒自身の語りから，彼らが参加する学校外の教育活動の実態を明らかに
する。
　A 寄宿制小学校では，1クラス15人に対して調査を行った。B 寄宿制中学校では，1クラスの31
人に対して調査を行った。C 寄宿制高校では，1クラスの31人に対して調査を行った。D 寄宿制高
校では，1クラス32人に対して調査を行った。
Ⅲ　調査データの整理と分析
1.　学校外教育活動の参加状況
（1）学校外教育活動に参加する人数
　調査を通して，109人の寄宿生の中の82人（全体の75.2％）は学校外の教育活動に参加したことが
分かった。寄宿生の残りの27人（全体の24.8％）は学校外の教育活動に参加しなかった。統計は現
在所属する寄宿制学校に入学して以来，参加した補習と習い事の参加状況である。
　学校外の教育活動に参加した寄宿生82人のうち，72人（87.8％）が補習に参加したことがあり，26
人（31.7％）が習い事に参加した。学校外の補習と習い事に両方参加した経験がある寄宿生は18人
（22%）である。
　学校外の補習に参加する寄宿生72人は学校外の教育活動に参加した生徒の82人の87.8％を占め，
補習は寄宿生の主要な学校外の教育活動であることが分かった。習い事の学習は学校外の教育活動
に参加した26人は学校外の教育活動に参加した生徒の82人の生徒の31.7％を占め，少数であるこ
とがわかった。一部の補習を受けた寄宿生は同時に，習い事の学習もした。補習を受けた72人の生
徒の中の18人（25％）が習い事の学習もしていた（表1）。
表1　調査の対象の学校外の教育活動の参加状況⑼
調査人数
学校外の教育
活動に参加す
る生徒
補習に参加す
る生徒
習い事に参加
する生徒
補習と習い事
両方に参加す
る生徒
補習と習い事
両方に参加し
ない生徒
A 寄宿制小学校 15人 14人 9人 12人 6人 1人
B 寄宿制中学校 31人 28人 24人 6人 6人 3人
C 寄宿制高校 31人 15人 14人 3人 2人 16人
D 寄宿制高校 32人 25人 25人 5人 4人 7人
合計 109人 82人 72人 26人 18人 27人
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⑵　時期
　調査した寄宿生は普段学校で生活しているので，平日の放課後の学校外の教育活動に参加するこ
とができない。彼らが学習塾や習い事教室を通う際に，週末・祝日，夏・冬休みといった学校の休み
期間を利用することが基本的である。下記の表2は各寄宿制学校の生徒が学校外の教育活動に参加
する時期の統計をした結果である。
　統計した結果によると，A 寄宿制小学校では，週末などの休みを利用し，学校外の教育活動に参
加する生徒が最も多かった。小学校の段階では，学校の学習負担が比較的に少なく，生徒たちは週
末に時間的余裕があり，学習塾や習い事教室に通う余力があった。夏・冬休みを利用して，学校外
の教育活動に参加する生徒の人数が少なかった。
　それ以外に，B 寄宿制中学校，C 寄宿制高校，D 寄宿制高校の寄宿生は週末・祝日などの休みより，
長期間である夏・冬休みを利用して，学習塾や習い事教室に通う人数が多かった。特に，夏休みを
利用して，学校外の教育活動に参加する生徒が最も多かった。
　学校外の教育活動に参加した82人の寄宿生のうち，62人（75.6％）の生徒は夏休みの期間を利用し
て，学習塾や，習い事教室に通った。夏休みはこれらの寄宿生の主要な学校外の教育活動の時期で
あることが分かった。同じく長期間である冬休みは，実際に，夏休みより短く，さらに中国の旧正
月「春節」⑽と重なるので，学校外の教育活動は夏休みより活発ではなかった。
2.　学校外教育活動の内容
⑴　補習活動
　寄宿生の補習は主に受験科目の成績を上げるための学習である。A 寄宿制小学校の寄宿生は，国
語，数学，英語の3つの科目の補習に参加した。B 寄宿制中学校の寄宿生は，国語，数学，英語，物理，
化学，政治の6つの科目の補習に参加した。C 寄宿制高校の寄宿生は，国語，数学，英語，物理，化
学の5つの科目の補習に参加した。D 寄宿制高校の寄宿生は国語，数学，英語，物理，化学，地理の
6つの科目の補習に参加した。
　統計した人数から見ると，数学，英語，物理，化学，国語の5つの科目が主な補習な内容である（表3）。
表2　各寄宿制学校の生徒の学校外の教育活動時期
夏休みを利用
する生徒
冬休みを利用
する生徒
週末・祝日な
どの休みを利
用する生徒
A 寄宿制小学校 3人 3人 10人
B 寄宿制中学校 24人 10人 8人
C 寄宿制高校 14人 3人 1人
D 寄宿制高校 21人 7人 3人
合計 62人 23人 22人
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学校外の補習に参加した寄宿生（72人）のうち，数学の補習を受ける生徒の数が最も多く，46人である。
補習に参加する生徒の全体の63.9％を占めていた。次に，英語の補習に参加する生徒の数は二番目に多く，
42人である。補習に参加する生徒の全体の58.3％を占めていた。中学校段階から開設する受験科目の物
理，化学の補習に参加する寄宿生も多く，それぞれに30人以上に達した。次に，国語の補習に参加する
寄宿生は合計21人である。そのほか，政治，地理の補習を受ける人数はそれぞれ1人ずつで，少ないで
ある。
⑵　習い事
　習い事の内容により，大きく音楽（楽器を含む），美術，書道，スポーツ，ダンス，その他の学習の
5つの種類に分けられる。プログラミング，ロボットの組み立てなどの学習内容はその他の学習に
分類する。調査を受けた寄宿生の109人のうち，26人が習い事をした。合計人数から見れば，それ
ぞれの習い事の学習人数は5人から11人までである。美術，スポーツに関する学校外の学習はそれ
ぞれ11人が参加し，最も人数が多い。次に，書道を学習する人数は7人である。最後に，音楽，ダン
ス，その他の学習はそれぞれ5人で，最も少ない（表4）。
3.　学習時間・日数
　調査した寄宿生の学校外の教育活動の主要な時期は，夏，冬休みの間であった。各学習の時間・
日数に関して，学校外の教育活動が集中する長期休み期間の夏・冬休みの寄宿生の1日の学習時間
と合計の学習日数を統計した（表5，表6，表7，表8）⑾。
表3　各寄宿制学校の生徒の補習の科目
国語 数学 英語 物理 化学 政治 地理
A 寄宿制小学校 4人 4人 8人
B 寄宿制中学校 10人 20人 15人 16人 13人 1人
C 寄宿制高校 3人 9人 11人 8人 7人
D 寄宿制高校 4人 13人 8人 13人 11人 1人
合計 21人 46人 42人 37人 31人 1人 1人
表4　各寄宿制学校の生徒の習い事
音楽 
（楽器を含む） 美術 書道 スポーツ ダンス その他の学習
A 寄宿制小学校 0人 6人 3人 4人 4人 2人
B 寄宿制中学校 1人 3人 4人 3人 0人 1人
C 寄宿制高校 2人 2人 0人 1人 0人 0人
D 寄宿制高校 2人 0人 0人 3人 1人 2人
合計 5人 11人 7人 11人 5人 5人
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表5　A 寄宿制小学校の生徒の学校外教育活動時間・日数（夏・冬休み）
学習内容 夏，冬休みに学習に参加した人数
1人当たり1日の 
平均学習時間 平均の学習日数
1人当たり合計学
習時間
国語 2人 1時間 30日 30時間
数学 3人 2.5時間 8日 20時間
英語 3人 2.5時間 8日 20時間
美術 3人 2時間 4日 8時間
書道 2人 2時間 8日 16時間
スポーツ 2人 1.5時間 8日 12時間
ダンス 1人 2時間 8日 16時間
その他の学習 2人 2時間 4日 8時間
表6　B 寄宿制中学校の生徒の学校外教育活動時間・日数（夏・冬休み）
学習内容 夏，冬休みに学習に参加する人数
1人当たり1日の 
平均学習時間 平均の学習日数
1人当たり合計学
習時間
国語 8人 2時間 22日 44時間
数学 14人 2時間 20日 40時間
英語 15人 2時間 21日 42時間
物理 15人 1.6時間 21日 33.6時間
化学 10人 1.4時間 21日 29.4時間
音楽（楽器を含む） 1人 1.5時間 40日 60時間
美術 2人 1.3時間 17日 22.1時間
書道 3人 1.6時間 19日 30.4時間
スポーツ 4人 2.3時間 22日 50.6時間
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　合計の学習時間を見ると，補習を受ける寄宿生の中では，A 寄宿制小学校，B 寄宿制中学校，C
寄宿制高校において，国語の平均補習時間が最も長かった（A 寄宿制小学校では30時間，B 寄宿制
中学校では44時間，C 寄宿制高校では44.8時間）。D 寄宿制高校において，数学の補習に参加した
生徒の平均補習時間が最も長かった（39.1時間）。他の科目の学習においては，少なくとも一人当た
りの平均学習時間は20時間を超えた。中学校，高校の段階では，各補習科目において，一人当たり
の平均学習時間学習時間は30時間を超え，学習の負担が増加する傾向が見られた。
　習い事に関しては，A 寄宿制小学校において，書道に参加した生徒の平均学習時間が最も長かっ
た（16時間）。小学校の段階では，生徒が習字を始め，文字を綺麗に書くことを期待されることが大
きな要因になる。B 寄宿制中学校，C 寄宿制高校，D 寄宿制高校において，スポーツの学習に参加
した生徒の平均学習時間が最も長かった（B 寄宿制中学校では50.6時間，C 寄宿制高校では60時間，
D 寄宿制高校55.5時間）。
　生徒の一人当たりの1科目の1日の平均学習時間は，補習の場合は，1時間から3時間までであった。
表7　C 寄宿制高校の生徒の学校外教育活動時間・日数（夏・冬休み）
学習内容 夏，冬休みに学習に参加する人数
1人当たり1日の 
平均学習時間 平均の学習日数
1人当たり合計学
習時間
国語 3人 2.8時間 16日 44.8時間
数学 9人 2時間 15日 30時間
英語 9人 2時間 17日 34時間
物理 7人 1.7時間 16日 27.2時間
化学 7人 1.9時間 15日 28.5時間
音楽（楽器を含む） 2人 1時間 10日 10時間
美術 2人 1時間 15日 15時間
スポーツ 1人 2時間 30日 60時間
表8　D 寄宿制高校の生徒の学校外教育活動時間・日数（夏・冬休み）
学習内容 夏，冬休みに学習に参加する人数
1人当たり1日の 
平均学習時間 平均の学習日数
1人当たり合計学
習時間
国語 3人 2.8時間 12日 33.6時間
数学 12人 2.3時間 17日 39.1時間
英語 8人 1.9時間 16日 30.4時間
物理 13人 2.4時間 16.2日 38.9時間
化学 10人 2.3時間 15.4日 35.4時間
地理 1人 1時間 10日 10時間
音楽（楽器を含む） 1人 1.5時間 30日 45時間
スポーツ 3人 3.7時間 15日 55.5時間
その他の学習 2人 8時間 4日 32時間
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夏・冬休みに寄宿生が受ける補習の日数は最短で8日，最長30日であった。つまり，生徒が夏・冬休
みに補習に参加した場合，少なくとも平均で2週間以上の集中学習をすることを意味する。
　習い事や他の学習の場合は，平均での学習の日数は最短で4日，最長で40日であった。1つの科
目において，1日の平均学習時間は1時間から4時間であった。
Ⅳ　寄宿生の学校外の教育活動の実態
1.　調査内容とインフォーマント
　本研究では，調査した寄宿生の学校外の教育活動を把握し，分析するために，調査対象の寄宿生
にそれぞれ一人30分の1対1の半構造インタビューを行った。生徒に対する1対1の半構造的イン
タビューでは，インフォーマントに質問し，彼らが参加した学校外の教育活動の内容，参加する目的，
学校外の教育活動に対する考え方，生徒の親の関与の状況などを寄宿生の自らの語りから考察した。
生徒に対する質問は以下の項目を中心に行った（表9）。
表9　学校外教育活動に関する質問内容
項目 質問内容
① 参加した教育活動の学習内容，学習期間，学習時間，授業形式など
② 参加した学校外の教育活動の講師の状況
③ 参加した学校外の教育活動の授業の様子，学習効果（成績の変化など）
④ 参加した学校外の学習に対する興味関心，態度，モチベーションなど
⑤ 学校外の教育活動に参加する目的，原因，きっかけなど
⑥ 学校外の教育活動の参加と親の関与，付き添い状況など
⑦ 親が成績に対する期待と学校外の教育についての関心
⑧ 学校外の教育活動に対するストレス，学習に対する悩みなど
⑨ 学校外の教育活動に関する経験やエピソードなど
⑩ 学校の教育活動に対するその他の考え方など
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　本研究の中では，合計109人の寄宿生のインタビューの中から，21人の事例を取り上げ，寄宿生
の学校外の教育活動の実態を検討した。取り上げられた生徒の詳細は表10にまとめた。
表10　インフォーマントの詳細
所属学校 学年 学校外の学習内容 学習した時期
生徒 A B 寄宿制中学校 中学2年生 数学，英語，物理，化学 中学1年の夏・冬休み
生徒 B D 寄宿制高校 高校2年生 数学，英語，物理 高校1年の夏休み
生徒 C B 寄宿制中学校 中学2年生 英語，数学，物理，国語，書道 中学1年の夏休み
生徒 D D 寄宿制高校 高校2年生
英語，数学，国語，化学，美術，書道，
バスケットボール，バドミントン，
水泳
高校1年の夏休み
生徒 E A 寄宿制小学校 小学6年生 数学，国語，英語，美術 小学5年の夏休み，小学6年の週末
生徒 F A 寄宿制小学校 小学6年生 英語，美術 小学6年生の週末，小学3年の夏休み
生徒 H B 寄宿制中学校 中学2年生 数学，国語，化学，国学 週末，中学1年の夏休み
生徒 J D 寄宿制高校 高校2年生 数学，英語，フィットネス，バスケットボール 高校1年の夏休み
生徒 K A 寄宿制小学校 小学6年生 数学，国語，水泳 小学5年の週末，夏休み，小学6年の週末
生徒 L D 寄宿制高校 高校2年生 物理 高校1年の夏休み
生徒 M B 寄宿制中学校 中学2年生
国語，数学，英語，物理，政治，美術，
書道，バスケットボール，バドミン
トン
中学1年，中学2年の週末，夏・冬
休み
生徒 I D 寄宿制高校 高校2年生 英語，化学 高校1年の夏休み
生徒 Q C 寄宿制高校 高校2年生 数学，フィットネス 高校1年の夏休み
生徒 P D 寄宿制高校 高校2年生 数学，化学 高校1年の夏休み
生徒 R B 寄宿制中学校 中学2年生 数学 中学1年の夏・冬休み
生徒 S B 寄宿制中学校 中学2年生 英語，化学，電子ピアノ 中学1年の夏休み
生徒 T C 寄宿制高校 高校2年生 数学，英語，物理 高校2年の夏休み
生徒 W D 寄宿制高校 高校2年生 国語，物理，化学 高校1年の夏休み
生徒 X D 寄宿制高校 高校2年生 数学，化学 高校1年の冬休み
生徒 Y C 寄宿制高校 高校2年生 数学，英語，化学 高校1年の夏・冬休み
生徒 Z B 寄宿制中学校 中学2年生 化学，物理 中学1年の夏・冬休み
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2.　寄宿生の補習活動の実態
　補習活動は調査した寄宿生の主要の学校外の教育活動である。本研究では，補習の授業方式，補
習の内容，補習の講師，生徒の学習意欲・学習環境，事前学習の5つの側面から，寄宿生の補習活動
を考察する。
⑴　授業方式
　寄宿生の補習の授業は学校での授業との違いがあった。生徒 Y によると，寄宿制学校の授業中で
は，先生に直接質問することがほぼできなく，疑問を残すことがよくあった。補習の授業では，生
徒がより自由に講師に質問をすることができた。
　「学校の授業では，分からないことがあっても，直接に先生に質問することはほぼなかった。
これらの疑問を残し，補習の時に先生に聞くことによって理解できた。」（生徒 Y）
　一部の生徒は，学校の授業中に教師に質問しづらい疑問点を，補習の間に講師に聞くことができ，
このような補習は学校の授業中で残した疑問を解決する役割を果たしていた。しかし，1対1の補
習の場合と集団の補習の場合は生徒が授業を聞く態度が違ってくる。
　「1対1の補習では，ストレス感が少なく，質問もしやすかった。20人ぐらいの学習塾に通っ
たことがあったのだが，慣れることはできなかった。」（生徒 E）
　1対1の個別の指導の場合，生徒が疑問点についてすぐ質問することができ，それに対して講師が
重点的に教えられるので，集団補習より理解できると話した生徒は複数人いた⑿。これらの生徒の
話によると，1対1の補習の場合では，いつでも講師に直接質問することができるのは補習の授業の
理解度の上昇に繋がったという。
　集団の補習の場合はこのような効果が薄かったと生徒たちは認識していた。生徒 B によると，補
習の講義を聞かない生徒もあり，授業を理解していない生徒も複数いた。生徒 B は，自分の英語の
補習に参加する際のエピソードも話した。
　「集団の英語の補習を受ける時に，自分が好きではない科目だから，真面目に聞くことができ
なかった。講師も学校の授業より厳しくないから，生徒に真面目に授業を聞くように指導しな
かった。」（生徒 B）
　このように，寄宿生が受けた集団の補習は，状況によって，生徒の授業を聞く態度や授業に対す
る理解度は違ってくる。
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⑵　補習の内容
　寄宿生が受けた補習の授業内容の難易度は生徒の理解度を影響する。このことに関する事例は，
生徒 D の事例である。生徒 D は英語の学習において，学校の授業についていけず，成績も良くなかっ
た。寄宿制学校の授業が難しく感じ，授業を理解することができなかった。しかし，学校外の補習
を受けた時に，授業を理解することができたと話した。原因は，補習の授業は学校の授業より易しく，
基礎，入門的な知識から教えていたからである。
　「学校の英語の授業を聞いても，わからなかった。英語は難しいと思い込んで，授業をちゃん
と聞かなかった。しかし，補習を受け，授業が簡単で分かりやすく，学習意欲が湧いてきた。」（生
徒 D）
　集団の補習は，受講生の全員のレベルに合わせることができないため，効果が発揮されない状況
があった。受講した寄宿生が授業を理解できない場合，寄宿制学校で生徒が授業を理解できない状
況のように，授業を聞くことを諦める可能性があった。
　「高校の時に，数学，化学の集団補習を受けたことがあった。親に強制的に参加させられ，補
習の内容は学校の授業と被り，学校の授業で分からなかった内容は補習の時も分からなかった。
授業を理解できなかった。」（生徒 X）
　特に，不得意な科目の補習において，学習内容に興味がない生徒は受動的に補習の講義を受ける
可能性があり，授業に対する理解度が低かった。この場合は，寄宿生が自ら補習に参加することを
望んでいなく，大半は親から強制され，不得意科目を補習するように要求された。
　「親から強制的に補習に参加させられ，実際に学習の効果がなかった。補習の内容は主に試
験問題の解き方だが，実際に学校の試験では，関連の問題が出なかったため，成績が上がるこ
とはなかった。」（生徒 J）
　生徒 J によると，不得意の科目の補習を，親から強制的に要求されたため，自分の学習の意欲は
低かった。さらに，補習の内容は学校の試験問題との関連性が低く，疑問点が解けず，補習の理解
度が低かったということだった。
⑶　補習の講師
　補習において，講師の重要性がみられた。講師がどのように授業を行うのか，生徒の学習意欲を
うまく引き出せることができるかどうかが大事になってくる。補習の講師が好きで，補習科目に関
心を持ち始めた生徒はいた。しかし，このような事例は多くない。
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　寄宿制学校の場合，寄宿制学校の教師は学習塾を開き，寄宿生たちに補習を行うことがあった。
　「週末に，学校の先生の学習塾があった。同級生たちはそこで英語の学習をしていた。普段
学校で授業をする先生がそこで講師を務めた。」（生徒 F）
　学校の教師が学習塾の講師を務める事例が存在した⒀。一部の教師は夏・冬休みの間にも学校の
教師は学習塾を開き，寄宿生を集めて補習を行なった。
　同級生の大半は自分の先生の補習を受けた。授業の内容は学校の授業とはほぼ変わらなかっ
た。塾と学校は大きな違いがなかった。」（生徒 D）
　このような補習は自由参加だが，親や教師からのプレッシャーで，大半の寄宿生が補習を受ける
ことを選択した。しかし，補習では，学校の授業の内容と変わりがなく，授業を聞かない寄宿生も
いた。それに加え，教師は学校内の授業より緩いのため，一部の寄宿生にとっては，このような補
習を受けたとしても，効果が期待できなかった。
⑷　学習環境・学習意欲
　寄宿生がどのような学習環境の下で補習を受けるのかは補習の効果に繋がる。補習クラスの学習
環境は良いと寄宿生のモチベーションが上がり，補習の効果が上がる。逆に，補習クラスの学習環
境が悪いと，補習の効果が落ちる。
　「冬休みに参加した補習は講師の授業が面白く，クラスの学習の雰囲気がよいので，とても効
果的だった。」（生徒 Z）
　生徒 Z の事例は学習環境と補習効果の関連性を示した。他に，生徒の学習意欲も補習の効果に繋
がる。親，教師のプレッシャーの下で補習に参加し，元々学習の意欲が高くない生徒は，さらに良
くない学習環境の下で補習を受け，補習の理解が低かった。更に，補習を受け，授業を理解できなかっ
た場合，寄宿生は自信をなくし，モチベーションが下がり，授業を聞かなくなる可能性もあった。
⑸　事前学習
　調査では，一部の寄宿生は，夏・冬休みの長期休暇を利用し，集中して来学期の授業内容を学習す
ることがあった。例えば，中学2年から物理，化学の授業が新しく開設されるので，一部の寄宿生は
中学1年夏休みを利用し，物理，化学の授業を事前学習した。一部の生徒は，事前学習により，新学
期が始まる時に，授業がわかりやすくなり，自信がつき，学習意欲が上がると話した。
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　「事前に学習しないと，学校の授業では理解できない問題が必ず出る。事前に学習したら，授
業が楽になる。」（生徒 G）
　このような事前学習は，確かに新学期の授業の助けになるのだが，二つの問題点があった。
　一つ目の問題点は，夏休みのような長期的な休みは一ヶ月半があり，生徒が参加する事前学習は
基本的に長期の休みの前半にあり，事前学習を受けてから，新学期が始まるまで，まだ半月があり，
寄宿生は事前に学習した内容を忘れたり，覚え間違ったりしたことがある。
　「事前に新学期の内容を学習したのだけど，学習の後に復習しなかった。新学期が始まると
事前学習の多くの内容を忘れた。」（生徒 T）
　二つ目の問題点は，新学期の授業の内容を事前学習した生徒は，確かに新学期が始まる最初の段
階では，成績が上がり，学習の負担が減少するが，反面に，学校の授業を真面目に聞かなくなり，途
中から学校の授業の内容が分からなくなることがある。
　「新学期が始まると，最初の知識点について，塾と学校を合わせ2回学習したから，簡単に理
解することができる。しかし，学期の後半になると，授業の内容が難しくなり，成績が落ちや
すい。」（生徒 A）
　事前学習をした生徒は確かに，新学期の始まりに他の寄宿生に対し，有利である。しかし，事前
学習したのは一部の内容だけである。事前学習をした生徒が学校内の授業を重視しなくなり，新学
期の後半に成績が落ち，授業についていけない事例が見られた。
3.　親の関与
　調査を通して，多くの寄宿生の学校外の教育活動の参加は親の意志に従ったことが分かった。調
査した109人の寄宿生の中では，98人が過去に自分の学校外の補習の参加において，親が関与した
と話した。
　一部の寄宿生は自分が補習に参加することに抵抗があるにも関わらず，親の意志に従い，補習を
受けた経験がある。この場合は，寄宿生が補習の授業を聞かず，補習の理解度が低い傾向がある。
　「補習に行きたくなかった。補習の授業中に眠くなることが多く，真面目に聞いていなかった。
親の言われた通り，数学の学習塾に通った。親に補習の効果がないと相談したけど，親は塾に
行ってくれるだけで安心だと言った。」（生徒 Q）
　寄宿生の親は子供の成績が上がることを期待し，子供を塾の補習へ行かせた。しかし，強要され
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た補習の学習の効果は親の期待に沿わないことが多かった。一部の寄宿生は塾に行くことに抵抗が
あるにも関わらず，親に強要されたら，塾に行かなければならなかった。補習の状況を最も分かっ
ていた寄宿生は親に「補習に行きたくない」と伝えても，親は補習をやめさせることがなく，結果的
に，寄宿生の時間と精力を浪費したことが分かった。
　「中学と高校の時に補習に参加した経験から見れば，自分の興味がある科目の補習がよかっ
た。自分の興味がない科目の補習を受けても，授業を聞かなかった。補習は全て親に要求され
たから参加した。」（生徒 T）
　生徒 T が参加した数学，英語，物理の補習は全て親が要求して参加させたのである。この中では，
英語の1科目の補習だけはよかったと生徒 T が話した。原因は生徒 T が元々英語に興味を持って
いるからである。他の科目の補習は，元々成績が悪く，親から要求されたから受けた補習であった。
しかし，抵抗感が抱いた生徒 T は補習に参加したにも関わらず，補習の授業を聞くことがなく，授
業を理解しなかったと話した。
　一部の寄宿生の親は普段の仕事が忙しく，子供の勉強に関心があるとしても，直接関わる余力が
なかった。さらに，仕事の事情で，長期的に出張する親もいて，彼らは普段に子供と会う機会すら
なかった。彼らは寄宿する子供との交流が少なく，学校の成績だけを重視していた。
　「父親は出張しているので，年1回か2回にしか会うことができなかった。話をすることは少
なかった。時には，父に疎外感を抱くことすらあった。電話をしても，学校の勉強や成績のこ
としか話すことはなかった。」（生徒 K）
　生徒 K は特に自分の成績が落ちた時に，親が自分を多くの補習に参加させたと話した。生徒 K
の親は普段に子供と交流する機会が少なく，補習に行きたくないにも関わらず，強要することもあっ
たと生徒 K が話した。補習を強いられた生徒 K は学習意欲が低下したままに補習を受けた。当然，
このような補習は期待される効果を発揮することが困難であった。
4.　学校外の補習への賛否
　一部の寄宿生は学校外の補習を受けなくても，学校の授業を真面目に聞くことが最も重要である
ことを話した。生徒 R は学習の基礎が弱く，多くの補習を受けても授業を理解する助けにならな 
かった。
　「補習はあくまで，補助的なものである。学校内の授業を真面目に聞き，理解するのは一番い
い。自分は補習をたくさん受けたことがあったのだけど，学校の授業は最も重要だと感じてい
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る。」（生徒 R）
　確かに，調査した寄宿生の中には，学校外の補習を一切に受けたことがなく，良い成績を取った
寄宿生がいる。しかし，多数の寄宿生の状況は，少なくとも1 〜 2科目の補習を受けたことがある。
これらの補習は，効果がないとは限らなかったが，寄宿生にとって，学校内の授業を真剣に聞き，理
解することは重要である。補習は講師，学習環境などの要素によって，効果が左右されやすい。こ
のような効果が不確定な学習塾の補習に頼らず，学校内の授業を真面目に学習するのは効果的であ
る。
　しかし，補習は一部の寄宿生の学習意欲を高める効果があることは否定できない。調査を通して，
少数の寄宿生は学校外の補習を受けた際に，良い講師に出会い，元々興味がない科目に対して，興
味を持ち始めるようになったことが分かった。
　「化学に興味を持ち始めたのは補習がきかっけだ。授業が面白い。私は化学が好きではなかっ
た。しかし，補習を受けてから，化学が好きになった。」（生徒 I）
　また，補習の科目に元々興味を持っていた寄宿生は，補習の効果が高かった。興味がある科目に
おいて，補習の授業が受け入れやすかった。
　「英語の学習に興味があるから，補習を受けた時に，真面目に授業を聞いて，効果が良かった。」
（生徒 W）
　「化学に興味があるから，補習を受ける際の効果がよかった。学習塾を通った時に，予習が効
果的だった。今は化学の成績がいい。」（生徒 S）
　寄宿生が受けた補習の効果は，状況によって違っていた。調査したところでは，補習は抵抗があ
る寄宿生に対し，効果が薄く，興味がある生徒は効果的であることが分かった。寄宿生の学習意欲
が重要になってくる。
5.　習い事
　寄宿生の学校外の教育活動の中では，受験科目の学習の補習だけではなく，習い事も含まれてい
た。寄宿生の素養を高める習い事は，直接に生徒の成績を上げることに作用しないのだが，間接的に，
生徒の学業の助けになる。
　「中学1年生の時に，週末の時間を利用して，国学⒁を学習した。自分は元々短気な性格なので，
よく他人と喧嘩をした。国学の勉強をしてから，性格が少しずつ変わった。それをきっかけに，
性格の良い人，勉強好きな人と付き合いはじめた。」（生徒 H）
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　生徒 H の事例は，寄宿生の素養を高める習い事の効果を示唆している。しかし，生徒 H のように
週末の休み時間を利用し，受験科目以外の学習をする寄宿生は少なかった。寄宿生の学校外の教育
活動において，習い事の学習は補習と比べ，特に中学校，高校の段階では副次的，二次的になってい
た。学習系の習い事の他に，寄宿生の身体の能力を上げる運動系の習い事も同じ状況だった。
　「小学校，中学校の時に，バスケットボールを習ったのだけど，高校の時から，寄宿生活が始
まり，時間が取られず，継続することができなかった。」（生徒 P）
　高学年になるにつれ，寄宿生は習い事を辞め，学業を優先する傾向があった。生徒 P のように，
習い事を諦めた寄宿生は他にもいた。実際に，調査した B 寄宿制中学校，C 寄宿制高校，D 寄宿制
高校において，寄宿生活を始めてから，学校外で習い事をした寄宿生は少数であった。生徒の様々
な能力を伸ばせる習い事が重視されていないのは現状である。
Ⅴ　寄宿生の学校外の教育活動に対する検討
　本研究では，寄宿制小学校，中学校，高校の109人の寄宿生を対象に，彼らの学校外の教育活動に
関するフィールドワークを行った。それぞれの寄宿生に30-45分の半構造インタビューを行い，彼
らの教育活動の実態について考察した。結果，寄宿生の学校外の教育活動は活発であり，寄宿生の
学校外の教育活動は夏休みに集中していたことが分かった。補習活動は寄宿生の主要な学校外の教
育活動である。中心となった補習活動の学習効果は授業形式，生徒の学習意欲などの要素と深く関
わる。他に，親の関与は，寄宿生の学校外の教育活動を大きく左右することが分かった。寄宿生の
学校外の教育活動は受験科目への補習や事前学習への偏りや学習効果の不安定といった問題があ
り，さらにどのようなジレンマを抱えているかについて以下に検討する。
1.　補習を中心とする学校外の教育活動
⑴　学習効果に影響を与える要素
　学校外の補習の授業の形式は1対1の個人指導と一定の人数の寄宿生を集める集団指導の2種類
があった。1対1の個人指導は集団の授業より，寄宿生が質問しやすく，学習効果が高い傾向があっ
た。集団指導の場合，一部の寄宿生が補習の授業を聞かない，理解できないことがあった。
　学校の授業では，授業を聞かない寄宿生に対して，学校の教師は指導するのだが，補習の授業に
なると，塾の講師が授業を聞かない生徒に対し，積極的に指導をしないことがあった。それに加えて，
補習する科目に興味を持たない生徒が授業中に学習意欲が低下し，授業を聞かなくなった。寄宿制
学校の教師が補習の講師を務めるため，授業内容は変化がなく，学校の授業を理解できない寄宿生
にとって，効果が薄い問題があった。
　一部の寄宿生は，親に補習を強要され，成績の向上のために補習を受けた。しかし，彼らにとって，
大きな問題は，学校内の授業を効果的に学習しておらず，基礎が弱かったことであった。それが原
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因で，学校外では，補習を受けても，授業についていけないことがあった。このような事例は，本研
究で行ったフィールドワークの中ではいくつかあった。補習はあくまで補助的であり，学校の授業
を真面目に聞き，理解することが最も重要であることと指摘する寄宿生もいた。
　一方，学校外の補習教育の効果を完全に否定することができない。一部の学校の授業についてい
けない寄宿生は，夏・冬休みの期間の補習で，基礎的な知識を身につけ，過去に理解できなかった知
識を理解するようになった。さらに，少数の生徒は，補習を通して，自分に合う講師と出会い，過去
に興味がなかった科目を好きになり，学習意欲が湧いたこともあった。このように，寄宿生に対す
る学校外の補習活動の効果は一概に言えず，補習の授業形式，補習の講師，補習の内容，生徒の学習
の環境と学習意欲などの様々な要素と強く関連している。
⑵　事前学習の効果と限界
　インタビューを通して，一部の寄宿生は次学期の授業内容を事前に学習していたことが分かった。
中学1年の時に，中学2年に開設する物理，化学の授業内容を事前に学習した生徒がいた。彼らの話
によると事前学習は確かに効果があった。具体的には，事前学習した生徒は学校の授業を理解する
のが楽になった。しかし，それに伴い，問題点も同時に存在する。夏休みの期間が長く，生徒は事
前学習をした一部の内容を完全に覚えることが難しかった。また，学校外で事前学習した生徒は学
校の授業を真面目に聞かず，授業の内容が難しくなるにつれ，次第に理解できなくなり，最終的に，
学校の授業についていけなくなる危険性がある。さらに，事前学習をしたことによって一時的に成
績が上がるが，学校の授業が難しくなるにつれ，成績が落ちることがあった。この場合は，生徒が
自信をなくす可能性もあった。
2.　副次的，二次的になっている習い事
　インタビューを通して，寄宿生の学校外の教育活動の中では，学校の学業に直接に関係していな
い習い事は副次的，二次的であったことが分かった。特に，寄宿制中学校，寄宿制高校の場合では，
生徒の学校外の教育活動の時間は限れていた。多くの寄宿生は学校の試験科目の補習を中心に，学
校外の教育活動に参加した。学習系，芸術系，スポーツ系といった習い事の学習は副次的，二次的
な教育活動となった。
　これらの学校外の習い事は直接に，成績の向上と関係していないが，生徒の素養を深めることが
できる。本研究で考察した事例の中では，こういった習い事の効果が見られた。しかし，効果があ
るにも関わらず，調査した寄宿生の中では，習い事の学習は重視されていなかった。寄宿生の学校
外の教育活動は試験科目の成績を上げるための補習活動が中心となり，かなりの偏りがあった。
3.　寄宿生の学校外の教育のジレンマ
⑴　親と子供との間の合意の欠如
　寄宿生は，普段，学校で生活を送り，週末や休日，長期な休み（夏・冬休み）にしか家に戻ることが
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ない。非寄宿生と比べ，家族との交流の機会が少ないのである。場合によって，寄宿生の親は長期
的に出張することもあり，さらに子供とコミュニケーションを取る機会が少ない。親が日常生活で
子どもと話すことが出来ない状況が長期間続くと，子供は親に疎外感を抱き，さらに，コミュニケー
ションを取らなくなる悪循環が生まれる。十分なコミュニケーションが取れず，寄宿生の学校の教
育活動は親の主観的判断によって，主導されることになった。寄宿生のインタビューによると，親
が彼らの学習状況を把握せずに，成績が落ちることを理由にして彼らを補習に参加させることが
あった。子供の寄宿生活によって，親は子供の学習状況を把握しづらい故に，一部の親は成績が落
ちる原因を子供と話し合うことがなく，子供の反抗を顧みることもなかった。このような不十分な
コミュニケーションは盲目的な補習を招く原因となった。
　結果，子供は学校外の補習に反抗的な態度を抱き，授業を真面目に聞くこともなかった。親の期
待が裏切られ，期待された補習の効果は当然薄かった。この問題は，寄宿生の学校外の補習活動に
おいて，重視されるべき問題である。
　生徒の成績や学力を向上させるため，盲目的に学校外の補習に頼らず，補習に対して，彼らはど
のよう態度を取っているのかを確かめる必要がある。強い学習意欲や目的意識がなく，親や教師の
言われたまま，補習を受けても，学習は受動的になり，効果的ではなかった。
　調査を受けた寄宿生の中では，補習の効果を高く評価した生徒の共通点として，親と自分の合意
の上で補習を受けることがあった。補習を受けいれようとする姿勢がないまま，学校外の補習を受
けることは効果に繋がらなかった。
⑵　成績の重視による影響
　調査した寄宿生の多くは成績が最も重要であると感じている。故に，成績の向上に繋がらない習
い事の学習は重視されていなかった。調査の中では，歌が好き，ダンスが好きといった生徒は少な
くなかった。しかし，彼らは寄宿生活を始めた時から，このような習い事を習うことが出来ず，趣
味にとどまったことが多かった。このような状況を招く原因は様々であったが，その中の1つの原
因は受験競争の激しさにある。
　学校の成績だけを基準に生徒の学業を評価した場合では，生徒の学校外の教育活動も当然に成績
向上のための補習活動が中心になった。一部の生徒はこのような補習活動に興味が薄いにも関わら
ず，補習のブームに巻き込まれ，限られた期間を費やして，補習を受けていた。
　生徒の学校外の教育活動は結果的に受験科目を中心としていた。成績に不安を感じる親は，子供
の素養を深める学習系，芸術系，スポーツ系といった習い事の学習に関心を持たず，積極的に子供
にこれらの習い事の学習をさせることもなかった。このような状況は，調査した寄宿生の中では多
く，特に，寄宿制中学校，寄宿制高校の場合は顕著であった。
　受験競争の環境の下で，生徒の学業がより重視され，成績の良い生徒が評価されやすい傾向は，
寄宿制学校も非寄宿制学校もほぼ変わらなかった。それに加え，日々寄宿生活を送る寄宿生にとっ
ては，親とのコミュニケーションは怠りやすいものである。結果，寄宿生の親の一部は成績だけを
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見て，子供を評価し，学校外の教育活動に関与した。寄宿生の学校外の教育活動は受験競争と深く
関わる生徒の成績，親の見方などに左右されやすかった。生徒の立場は教師，親より圧倒的に弱い
からであった。
　本研究で考察した寄宿生の学校外の教育活動は受験を中心とする教育活動となっていた。一部の
生徒は様々な習い事に対し学習意欲を持っていたとしても，その習い事に対する学習意欲が十分に
重視されず，学業においてのプレッシャーによって抑えられたことになった。逆に，一部の生徒は
学校外の補習を受けたくないにも関わらず，親や教師のプレッシャーの下で，受動的に補習を受け
ることにした。受験科目の成績が重視され，成績と直接に関係がない習い事は重視されない傾向は
見られた。
4.　考察
　中国において，寄宿生の人数は既に一定の規模に達している。本研究のインタビュー調査した寄
宿生は一部に過ぎないが，様々な問題が浮き彫りになっていることが明らかになった。寄宿生は比
較的閉鎖された特殊な環境で学校生活を送り，独自の問題を抱えている。すなわち学校外での学習
時間が限られ，親とコミュニケーションを取る機会も比較的少ないという問題である。故に，学校
外の教育活動において，親の言うままに参加する教育の偏りや盲目性が一部に見受けられた。こう
した寄宿生は貴重な学校外の時間を利用し，教育活動に参加したにも関わらず，期待された効果が
なかった。一部の寄宿生の補習活動は特にそうであった。
　本研究で考察したところでは，寄宿制学校生徒の学校外教育への参加は筆者が以前の論文で考察
した非寄宿生の事例と同じく，受験科目の学習を中心としていた。寄宿生は非寄宿生と同じく活発
に学校外の教育活動に参加しているが，非寄宿生と比べ，特徴であるのは寄宿生が学校外の教育を
受ける時期は夏・冬休みといった長期的な休暇期間に集中していたことである。非寄宿生と同じく，
寄宿生は高学年になり，進学する時期が近くなると，学校外の教育活動は受験科目を中心となる傾
向が強かった。時間が限られているため，長期的の休み時間を利用する学校外の学習は習い事より，
より集中的に受験科目の補習や事前学習を受ける傾向が強い。
　本研究で調査した寄宿制学校は大都市ではなく，中小都市にある寄宿制学校であった。これらの
学校の寄宿生は受験科目に専念し，多様な習い事を行なった生徒は少なかった。寄宿生活のため，
これらの生徒は学校外の教育活動に十分な自由時間を確保することができないことに加え，受験競
争のプレッシャーの下でこの少ない学校外の教育活動時間を受験対策に集中的に注ぎ込む必要に迫
られていることが根本的な原因であった。受験プレッシャーの下で，親との十分なコミュニケーショ
ンがとれず，親の言うままに補習中心の校外教育に参加し，その学習効果が思うように得られない
場合も多くみられたというのが寄宿生の学校外教育活動の実態であった。
　進学校である寄宿制学校に入学した寄宿生は在校時間が長く，本来であれば，効果的な学習を果
たすには，学校の授業を重視した学習法をとるという選択もあるはずである。その選択をとらず，
学校外の事前学習や補習教育に頼り，成績をあげようとする寄宿生が多い背景には，受験圧力から
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の焦りがあり，それはとくに親の意識が反映されている。その典型となるのは一部の事前学習であ
る。寄宿生は夏・冬休みを利用して，次学期の授業内容を学習したけれど，学習した内容が記憶に
定着しなかったり，新学期の授業を聞かなくなったりする負の結果があった。この場合，学校外の
教育活動の参加はかえって逆効果となっている。このことにおいては，寄宿生にも同じ傾向が認め
られる。
　他に，生徒は成績だけが重視され，本来学校外で学習することができる様々な学習系，芸術系，ス
ポーツ系の習い事に触れる機会を失っている問題もあった。こういった寄宿生が抱える様々な学校
外の教育問題の解決において，寄宿生の親がいかに効果的に子供の学校外の教育活動に関与するか
といった個別の問題の検討も必要であろうが，より根本的には受験競争の圧力をいかに軽減するか
という進学・受験の問題に帰することになろう。
【注】
⑴　張奇（2020）「中国における学校外の「教育ブーム」と親の関与・対策―北京市在住の親を事例に―」東北教育哲学
教育史学会教育思想第47号，p127-147.
⑵　董樹梅（2005）「城市寄宿制小学 “ 熱 ” 的原因探析」西北成人教育学報2，p63-65．
⑶　中国の第一層の行政単位である。中国の憲法の規定により，全国では北京市，天津市，上海市，重慶市の4つの直
轄市がある。
⑷　中国の第二層の行政単位である。省と県の間の地区の行政単位であり，現在では，中国の全国においての地級市
は293市がある。
⑸　馬（2014）の研究では，中国における社会階層を「10の階層」に分けた。「下位階層」は失業者，無職者，農業労働者，
産業労働者，商店従業員である。「中位階層」は個人経営者，教員，事務職員・中低層公務である。上位階層は私営企
業主，政府部門幹部・管理技術者員である。
⑹　中国教育部「2011年全国教育事業発展統計公報」公開した統計データによる。
⑺　董樹梅（2005）「城市寄宿制小学 “ 熱 ” 的原因探析」西北成人教育学報2，p63-65．
⑻　一部の教員や生徒の要望により，本人や学校が特定されないように，本研究で調査した寄宿制学校の所在する都
市の記入を省略する。
⑼　統計した学校外の教育活動は寄宿生が現在の所属する寄宿制学校に入学した以来の参加した補習と習い事であ
る。非寄宿生の時期を含め，全ての学校外の教育活動の参加状況ではない。
⑽　中国の旧正月「春節」の時期は通常1月や2月の間にある。この時期では，学習塾や習い事教室が休むことが一般
的である。
⑾　各項目の平均値は学習に参加した生徒のみで計算した。
⑿　生徒 A（A 寄宿制小学校），生徒 M（B 寄宿制中学校），生徒 E（C 寄宿制高校），生徒 L，Y，W（D 寄宿制高校）
⒀　2015年，中国教育部の「厳禁中小学校和在職中小学教師有償補課的規定」により，生徒の学業の負担を軽減させる
ために，小中学校の教員は学校以外に，有料の補習の授業を生徒に提供しないという規定があった。
⒁　中国における国学は諸子百家の思想を始め，様々な中国古来の典籍の学習により，中国伝統文化の思想を学べ，
素養を高める学問である。
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 In recent years, as examination competition has become more intense in China, many 
students have come to participate in various out-of-school learning activities as measures to 
prepare for examinations.
 In order to fully understand the problem of out-of-school educational activities of students, 
which is deeply related to the examination competition, it is necessary to research and study the 
boarding students, which are currently increased significantly. Studying their off-school learning 
situation is very important in the study of examination competition. 
 In this study, we picked up cases of boarding students who were not good performed in the 
previous studies, focused on their educational activities outside the school, and conducted a 
survey on the actual situation.
 As a result, it was clarified that the main activities of boarding students off-school learning 
were supplementary lessons and pre-learning for the subject study, which is purposed only for 
the examination, and interest lessons not related to the examination were secondary.
 The participation of educational activities outside the school is very easily influenced by their 
parents' involvement. We considered that there is a dilemma in the involvement of parents, such 
as lack of communication between parents and students.
Keywords：examination competition, boarding students, out-of-school educational activities, 
supplementary lessons, interest lessons
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